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新幹線の｢おでこ｣を作る職人技で楽器！　下松市

▼ 新幹線のおでこを作る職人技で楽器

場 所:　　　 山 下 工 業 所

下 松 市

問い 合 わ せ:　 山 下 工 業 所

０８３－４１ －3333

参 考ＵＲＬ：　　山 下 工 業 所 ホー ムペ ージ
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下松市にある山下工業所は、金属をたたいて曲線を作る｢打ち出し｣という

技術を使い、新幹線の先端部分などを製造しています。新幹線の顔、｢お

でこ｣ともいわれる先端部分は、繊細な手仕事
Ｏ
経 験と勘がものをいい、一

人前になるまでに10 年以上かかります。

そんな匠の技を身近に感じてもらおうと作られたのが｢アルミ製のチェロ｣ ！

職人たちが仕事の合間に少しずつ仕上げ、今では４代目のチェロができま

した。４代目の｢ひびき｣は重さおよそ５キロ。１代目と比べると格段にいい

響きをしています。

今後もチェロの改良は続け、いつの日かヨーヨー・マさんに弾いてもらうこと

が夢なのだそう
Ｏ
しかも、今はバイオリンも製作途中！夢は、まだまだ続き

ます。

【備考】

普段、｢アルミ製のチェロ｣の展示は行っていませんが、５月末まで下関市の

｢やまぎん史料館｣ で展示を行っています。

こちらには、３代目の｢ のぞみII｣が飾られています。

その他、講演会などでチェロを見ることができる機会もあります。
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